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就実大学実に就くプロジェクト（未来を担う薬剤師のプロフェッショナリズム醸成プロジェクト）発信中高生に読んでほしい！
薬剤師･お薬に関するニュースレター
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薬学部2年生：河合、能宗、3年生：松尾、 4年生：杉山

倉敷中央病院小児科病棟を訪問し、多職種と連携した小児医療について学びました！

• 1923年に開院、現在41の診療科を有する総合病院
• 病院の基本理念は、1. 患者本位の医療  2. 全人医療  3. 高度先進医療
• 「患者のための医療」「病院くさくない明るい病院」「東洋一の理想的な病院」を
３つの柱とし、時代に応じて形を変えながら、真摯に医療を実践している

• 総合病院のため、医師を含め様々な医療職種がいろいろな疾患を経験できる

• 多くの小児科を有し、心臓、腎臓、早産・新生児、血液・腫瘍、神経、代
謝・内分泌・糖尿、喘息・アレルギー、心身症の各分野の診療を担っている

• 抜け出しや連れ去りなどに配慮した小児病棟独自の防犯対策がある

倉敷中央病院の特徴

倉敷中央病院小児科の特徴
開院当時の様子（1923年）

病院の中にも学校が！院内学級ってどんなところ？

■院内学級とは？
・入院中の子どもたちが学びを続けられる特別支援学級
・在籍校（原籍校）と連携しながら学べるため、通常の学校を卒業した
場合と同じ扱いになる
・倉敷中央病院では、小・中学生が対象

■小児患者のためのサポート体制
・保育士や子ども療養支援士などが学習・生活面をサポート
・レクリエーションやイベントが充実！ 院内学級の生徒さんが作成した作品

倉敷中央病院のいろいろな職種の方に私たちのギモンを伺いました！
小児科医師

Q. 薬剤師との関わりはどんな場面ですか？
A. 子供の薬の投与量は一人ひとり違うため、薬剤師
さんから的確なアドバイスをもらった時に、助
かったなと思います。

Q. 日頃から注意していることは何ですか？
A. 患者さんのご家族の方への病気等の説明時には特に注意し、
会話を大切にしています。（普段との違いは家族が一番わか
るため）

子ども療養支援士
Q. 子ども療養支援士とはどのような仕事ですか？
A. 小児患者さんがあらゆる面で安心して療養できるよう支援し
ています。特に、「目の前の困難な出来事を、心の負担を少
なく乗り越えられるにはどうしたらよいか」を、一緒に考え
ながらサポートしています。不安や恐怖から生じる痛みには、
おもちゃや絵本などを活用して、気持ちを和らげたり、処置
から気をそらしたりするサポートを行うこともあります。

Q. 心がけていることは何ですか？

A. 入院という不安な状況下において「脅かしてしまう存在にな
りうる」ということを常に頭に置いています。だからこそ、
距離感を大切にして、言葉だけでなく、仕草などを見て、聞
いて、丁寧に関わりを持ちたいと思っています。

看護師
Q. 薬剤師がいて助かったと思うのはどんな場面ですか？
A. 特に小児の患者さんは体重によって使える薬や量が違うため、
病棟に薬剤師さんがいると、すぐに確認できて助かっていま
す。

Q. 患者さんやご家族の思いには、どのように共感して
 いますか？

A. 患児やご家族との関わりを持つことで、少し感情移入をする
こともありますが、それも看護に活かしています。

保育士
Q. 保育士の仕事で大切にしていることは何ですか？

A. 子どもたちが子どもらしく、安心して過ごせる環境を作るこ
とを大切にしています。プレイルームではカードゲームやお
もちゃで遊んだり、季節ごとのイベントを行っており、子ど
もたちだけでなく、ご家族が休める時間を作るためのサポー
トをしています。

Q. 薬剤師との関わりで助かった経験はありますか？

A. ステロイドなどの使用薬で注意点がある際に、薬剤師さんに
相談することでアドバイスをいただけてとても助かりました。



今回の訪問で私たちが学んだこと
小児科では、医師や看護師などの医療従事者だけでなく、保育士や子ど

も療養支援士などの様々な職種が連携・協力して、服薬支援にあたってい
ることを学びました。また、患者さん本人だけでなく、親御さんや親戚の
方など、様々な年代の人と関わる機会が多いため、患者さんやご家族のお
話をしっかりと聞くことによって、患者さんやご家族が困っている問題点
を明確にしたうえで、これまでの経験も活かして気持ちに寄り添うことが
でき、納得する治療につながることが分かりました。貴重な学びの機会を
いただき、ありがとうございました。

倉敷中央病院のみなさん ご指導いただきありがとうございました！

プロフェッショナルとして！ ～薬剤師と子ども療養支援士の業務の中には、こんなエピソードがありました～

薬剤師の先生に私たちの素朴な疑問を聞いてみました

ちょこっとコラム

学生 医師の処方と親の意向が異なるとき、薬剤師はどうしていますか？
薬剤師 服薬指導では、患者家族の状況や心情を聞き取ることも大切にしています。

家族か医師かどちらかに合わせるのではなく、お互いに歩み寄り、最終的に納得して治療を受けられるよう
橋渡し役になれたらなと思っています！

倉敷中央病院で見つけた！病院薬剤師の工夫について

Ø 薬剤師は、2年交代で色々な診療科（病棟）を担当する
Ø 総合病院の特色を活かし、様々な診療科を担当することで、
幅広い病気や薬の知識が身に付く

Ø その診療科での経験は、次に担当する診療科でも活かせる！
Ø 小児に関する病気全般を見る小児科では、幅広い病気や薬の
知識が必要なため、特にローテートの経験が活きている

① 薬剤師は、小児科だけでなく複数科をローテート

Ø 薬が処方され、患者さんが薬を飲むまで、
数多くの医療職種が関わっている

Ø 特に小児科では、薬剤師、医師、看護師に
加え、保育士、子ども療養支援士なども関
わりながら服薬支援が行われることもある

② 服薬でも多職種で連携

Ｓ:subjective    主観的情報
 Ｏ: object 客観的情報
 Ａ: assessment  評価
 Ｐ: plan 計画

③ 患者の訴えを大切に！

Ø Ｓは主観的情報で、診療時に患者さんや家族が訴える症状のこと
Ø しかし、小児の患者さんでは、自分で症状を訴えることができないこともあるため、家族のSだけになることも
Ø それでも、本人のSを必ず書くことでささいな気づきが生まれ、よりよい服薬支援につながる

子ども療法支援士 保育士

看護師医師

薬剤師

患者さんの中には、薬を飲むのが苦手な子も…

飲めた！

苦いし緑色の薬だから
飲みたくないよ～

Ø 患者さんが小さい子どもであっても、「なぜこの薬を飲まな
いといけないのか？」という疑問に対する理由を
  きちんと説明しています

Ø 子ども療養支援士を含め、他の医療スタッフとも
  情報共有・協力しています

‒ 薬剤師 ‒

Ø 何が嫌か、どうやったら飲めそうか、子どもたちと
作戦を立てています

Ø 例えば、その子の興味関心に合わせたモチベーショ

‒ 子ども療養支援士 ‒

患者さんの状態や経過を記録す
るための構造化された記録方法と
して「SOAP記録」という方法が
使われている

・1日1回飲めるようになる
・3日間飲めるようになる etc…
小さな目標が達成できたら自信
につながる！

ンツールを作ることもあります。できたことを可視化できる
ようにし、スモールステップで達成感を感じながら服薬に臨
めるよう支援しました


